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家族レクでは、みんな大好き海遊館へ

羽
野
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
は

安
全
・
労
働
協
約
改
訂
交
渉
等
の

挨
拶
が
あ
っ
た

各委員会で座長を務めた
川原中央副執行委員長

坪
本
支
部
執
行
委
員
長

　

　

大
阪
で
は
、２
０
２
５
年
４
月

13
日
か
ら
10
月
13
日
ま
で
の
６
ヶ

月
間
、大
阪
夢
洲
で
大
阪・関
西

万
博
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。大

阪
で
の
万
博
は
１
９
７
０
年
以
来

55
年
ぶ
り
で
あ
り
、会
場
で
は
、

常
設
パ
ビ
リ
オ
ン
に
加
え
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
の
展
示
飛
行
に
は
約
17
万

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
も
輸
送
の一翼
を

担
い
、大
阪
支
部
の
12
分
会
は
、

車
両
・
電
気
・
機
械
・
駅
運
輸
・
車

掌・運
転
の
各
区
所
が
通
常
業
務

を
こ
な
し
な
が
ら
、組
合
員
一
丸

と
な
っ
て
、こ
の
特
別
な
輸
送
を

安
全
に
支
え
て
い
ま
す
。

　

大
阪
支
部
は
、現
場
に
最
も
近

い
組
織
と
し
て
、組
合
員
一
人
ひ

と
り
の
声
を
受
け
止
め
、働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、年
２
回
、各

職
場
か
ら
代

表
者
を
集
め
、

課
題
を
共
有

し
改
善
策
を

話
し
合
う
会

議
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は

単
な
る
意
見

交
換
に
と
ど
ま
ら
ず
、共
通
の
課

題
や
新
た
な
気
づ
き
が
生
ま
れ
、

現
場
の
声
が
組
織
全
体

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
で
、

取
り
組
み
に
説
得
力
が

増
し
、組
合
員
に
と
って

も
、「
声
が
生
か
さ
れ
て

い
る
」と
い
う
実
感
に
つ
な
が
り
ま

す
。こ
う
し
た
対
話
の
積
み
重
ね

は
、安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
守

り
、互
い
に
支
え
合
う
組
織
づ
く

り
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
大
阪
支
部
は
、仲
間
が

安
心
し
て
働
き
、楽
し
く
交
流
で

き
る
場
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
象
徴
が
毎
年
の「
家
族
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョン
」で
す
。役
員
が
協

力
し
て
準
備
す
る
こ
の
行
事
は
、

家
族
と
共
に
過
ご
す
時
間
を
通

じ
て
仲
間
と
の
絆
を
深
め
、日
頃
、

支
え
て
く
だ
さ
って
い
る
ご
家
族
へ

の
感
謝
を
伝
え
る
良
い
機
会
で
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
と
絆
に
あ
ふ

れ
る「
ひ
と
と
き
」を
築
き
続
け

て
参
り
ま
す
。   

〈
大
阪
地
本
発
〉

　

中
央
本
部
は
、９
月
10
日

（
水
）、西
阪
急
ビ
ル
地
下
会
議
室

に
お
い
て「
第
１
回
組
織
対
策
会

議
」を
開
催
し
、各
地
本・総
支
部

の
副
執
行
委
員
長
、書
記
長
、組

織
部
長
な
ど
総
勢
23
名
が
出
席

し
、現
在
の
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
組
織

状
況
の
共
有
、出
向
組
合
員
に
対

す
る
取
り
組
み
、女
性
組
合
員
の

参
画
と
女
性
役
員
の
育
成
、社
会

人
採
用
者
の
組
織
拡
大
に
よ
る

組
織
の
充
実・強
化
の
取
り
組
み

や
、今
後
の
Ｊ
Ｒ
北
労
組
や
貨
物

鉄
産
労
へ
の
支
援
な
ど
、様
々
な

課
題
に
対
し
て
議
論
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、中
央
本
部
を
代
表
し
て

羽
野
執
行
委
員
長
か
ら
、25
年
度

新
規
採
用
の
組
織
化
、社
会
人
採

用
、カ
ム
バッ
ク
採
用
者
の
組
織
化

に
対
す
る
感
謝
を
述
べ
、万
博
輸

送
を
含
め
た
輸
送
概
況
、広
島
新

駅「
ミ
ナ
モ
ア
」の
開
業
、昨
年
の

大
会
以
降
の
組
織
脱
退
事
象
、今

後
の
女
性
役
員
の
育
成
、終
盤
戦

へ
と
さ
し
か
か
っ
た
労
働
協
約
改

訂
交
渉
な
ど
に
つ
い
て
挨
拶
を

行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、大
川
組
織
部
長
か

ら
、他
労
組
の
情
勢
と
Ｊ
Ｒ
連
合

民
主
化
闘
争
支
援
に
つい
て
報
告

が
あ
り
、引
き
続
き
の
民
主

化
闘
争
単
組
への
支
援
、「
職

場
集
会
の
開
催
サ
イ
ク
ル
」

や
女
性
組
合
員
の
参
画
を

は
じ
め
と
す
る
組
織
の
拡

大・充
実・強
化
の
取
り
組
み

方
針
を
確
認
し
た
。

　

特
に
、組
織
の
充
実
と
強

化
の
取
り
組
み
と
し
て
、分

会
活
動
を
中
心
と
し
た
き

め
細
や
か
な
世
話
役
活
動

と
各
機
関
と
の
連
携
の
強

化
を
図
る
こ
と
、そ
の
た
め

に
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
の
成

果
や
取
り
組
み 

の
迅
速
な
周

知
・
伝
達
を
推

進
し
て
い
く
た

め
、各
地
本・総
支
部
と
と
も
に

本
部
オ
ル
グ
を
実
施
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

そ
の
他
、２
０
２
５
年
度
新
規

採
用
者
と
社
会
人
採
用
者
、カ
ム

バ
ッ
ク
採
用
者
の
組
織
化
、他
労

組
か
ら
の
組
織
拡
大
の
取
り
組

み
、シ
ニ
ア・シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
組
合

員
の
継
続
加
入
、出
向
組
合
員
に

対
す
る
フ
ォロ
ー
、女
性
組
合
員
の

活
動
への
参
画
と
女
性
役
員
の
育

成
、間
接
部
門
の
活
動
の
充
実
、

青
年
女
性
委
員
会
の
取
り
組
み

に
つい
て
、今
年
度
の
取
り
組
み
方

針
を
確
認
し
た
。

　

各
地
本・総
支
部
か
ら
は
、他

労
組
動
向
の
報
告
と
と
も
に
、各

地
本・総
支
部
の
取
り
組
み
目
標

が
報
告
さ
れ
、向
こ
う
一
年
間
の

方
針
を
確
認
し
た
。

　

今
年
度
も
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動

の
次
代
への
継
承
と
浸
透
を
図
る

た
め
、機
関
紙
や
ニュー
ス
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、「
Ｊ
Ｒ
西
労
組

運
動
の
見
え
る
化
」を
更
に
推
進

す
る
こ
と
、組
合
員
に
よ
り
親
し

ま
れ
る
内
容
と
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。機
関
紙「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
」で

は
、各
級
機
関
か
ら
寄
稿
さ
れ
る

「
ロマ
ン
は
実
を
結
ぶ
」、「
女
性
役

員
ひ
と
つ
な
ぎ
」の
各
地
本・総
支

部
の
年
間
割
り
当
て
を
確
認
し
、

寄
せ
ら
れ
た
記
事
を
積
極
的
に

掲
載
す
る
こ
と
で
、各
級
機
関
の

組
合
員・女
性
組
合
員
が
、Ｊ
Ｒ

西
労
組
運
動
を
よ
り
身
近
な
も

の
に
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、支
部・分
会
で
の
機
関
紙

の
発
行
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
も
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

そ
し
て
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
情
勢

を
速
報
す
る
ツ
ー
ル
と
な
って
い
る

Ｊ
Ｒ
西
労
組
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つい
て
、

今
年
度
は
１
０
，０
０
０
名
を
目

標
数
に
設
定
し
、目
標
達
成
に
向

け
登
録
促
進
を
図
る
こ
と
を
要

請
し
た
。

　

昨
年
度
の
中
央
本
部
主
催「
ユ

ニ
オ
ン
カ
レッ
ジ
」は
、「
役
員
実
践

コ
ー
ス
」、「
女
性
役
員
コ
ー
ス
」、

「
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
養
成
コ
ー
ス
」、

「
安
全
衛
生
委
員
会
実
践
」の
５

コ
ー
ス
を
開
催
し
、１
１
１
名
の
組

合
員
の
受
講
が
報
告
さ
れ
た
。

　

今
年
度
も
、「
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ

ジ
」を
教
育
活
動
の
柱
と
し
て

進
め
、顔
を
合
わ
せ
て
、建
設
的

な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
重

視
し
て
開
催
し
、中
堅
役
員
向
け

の「
役
員
実
践
コ
ー
ス
」、「
青
年
女

性
委
員
会
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
」、「
安

全
衛
生
委
員
会
実
践
コ
ー
ス
」、

特
設「
新
任
専
従
者
コ
ー
ス
」の
開

催
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、中
央
本
部
と
共
催
の
ス

ク
ー
ル
と
し
て
、「
新
入
組
合
員
半

年
後
研
修
」、「
Ｌ
Ｍ
層
役
員
研

修
」「
役
員
基
礎
コ
ー
ス
」、「
分
会

執
行
委
員
長
研
修
」の
開
催
と
、

各
地
本・総
支
部
主
体
で
行
う「
ユ

ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
」の
教
育
を
しっか

り
と
行
う
こ
と
を
要
請
し
た
。

　
一
方
で
、出
向
者
や
休
職
者
に

対
す
る
激
励
行
動
、委
員
長
の
特

別
講
義
な
ど
を
聴
講
す
る
こ
と
は

有
益
で
あ
る
こ
と
か
ら
、各
級
機

関
教
育
担
当
者
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、２
０
２
０
年
よ

り
Ｊ
Ｒ
西
労
組
Ｈ
Ｐ
に

て
、Ｆ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の「
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
て

き
た
が
、契
約
終
了
に

と
も
な
い
２
０
２
５
年
８

月
31
日
で
終
了
し
た
。

総
合
生
活
サ
ポ
ー
ト
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つい
て
は
、

引
き
続
き
閲
覧
で
き
る

こ
と
か
ら
、各
地
本・総

支
部
で
実
施
す
る
研
修
等
で
の

活
用
に
併
せ
て
、多
く
の
組
合
員

に
周
知
さ
れ
る
よ
う
ニュー
ス
等
に

掲
載
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

　

昨
年
の
中
央
本
部
主
催
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョン
活
動
の
結
果
、文
化・

文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
状

況
、受
賞
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ

た
。文
化・レ
ク
活
動
に
つい
て
は
、

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
組
合

員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
取
り

組
み
と
し
て
、経
費
節
減
に
努
め

た
う
え
で
、シ
ニ
ア
組
合
員・女
性

組
合
員
が
参
画
し
や
す
い
活

動
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

文
化・文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
に
つい
て
、引
き
続
き
、写
真

部
門
、川
柳
、標
語
部
門
と
、

そ
の
他
作
品
部
門
に
ポ
ス

タ
ー・プ
ラ
カ
ー
ド・シ
ョ
ー
ト

ム
ー
ビ
ー・４
コ
マ
ま
ん
が
の
募
集

を
行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ

い
て
は
、６
種
目
の
大
会
を
隔
年

で
開
催
し
て
お
り
、今
年
度
は
、

金
沢
地
方
本
部
準
備
で「
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
」、和
歌
山
地
方
本
部

準
備
で「
綱
引
き
大
会
」、米
子
地

方
本
部
準
備
で「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」を
開
催
し
、女
性

組
合
員
や
シ
ニ
ア
組
合
員
も
よ
り

参
画
し
や
す
い
活
動
を
行
う
こ
と

を
確
認
し
た
。ま
た
、各
地
本・総

支
部
に
お
い
て
も
、工
夫
を
凝
ら
し

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
活
動
の
開
催

を
要
請
し
た
。

　

そ
し
て
、「
第
29
回
Ｊ
Ｒ
京
都

駅
ビ
ル
大
階
段
駈
け
上
が
り
大

会
」は
、２
０
２
６
年
２
月
21
日

（
土
）に
開
催
が
出
来
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

◆
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
お
い

て
、各
地
本・総
支
部
の
担
当
役

員
か
ら
積
極
的
な
発
言・質
疑
が

あ
り
、向
こ
う
１
年
間
の
方
針
に

更
な
る
肉
づ
け
が
さ
れ
た
。Ｊ
Ｒ

西
労
組
運
動
の
柱
で
あ
る
企
画

提
案
運
動
を
推
進
し
、更
な
る
組

織
の
充
実
と
強
化
を
図
る
た
め
、

様
々
な
知
恵
と
工
夫
を
出
し
合
い

運
動
を
進
め
て
い
く
。

　

中
央
本
部
は
、９
月
10
日（
水
）に
、西
阪
急
ビ
ル
地
下
会
議
室
に
お
い
て
、「
第
１
回
情
宣
委
員

会
」、「
第
１
回
教
育
委
員
会
」、「
第
１
回
文
化・レ
ク
活
動
委
員
会
」を
開
催
し
た
。各
地
本・総
支
部

か
ら
、副
執
行
委
員
長・書
記
長
や
各
担
当
部
長
等
25
名
が
出
席
し
、経
過
と
向
こ
う
１
年
間
の
活

動
方
針
に
つい
て
議
論
を
行
っ
た
。冒
頭
、中
央
本
部
を
代
表
し
て
羽
野
執
行
委
員
長
か
ら
、安
全
の

確
立
に
向
け
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
の
浸
透
、情
宣・教
育・レ
ク
活
動
を
通
じ
た
運
動
の「
見
え
る
化
」、第
１

四
半
期
決
算
の
概
要
、労
働
協
約
改
訂
交
渉
な
ど
に
つい
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

情
宣
・
教
育
・
文
化
レ
ク
委
員
会

み
ん
な
が
働
き
や
す
い
職
場
を
目
指
し
て

中
央
本
部 

第
１
回
組
織
対
策
会
議
を
開
催
！

本
部
オ
ル
グ
の
実
施
を
確
認

ロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶ
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　   　　大阪支部

第
１
回
情
宣
委
員
会

　

 

〜
各
級
機
関
紙
年
２
回
の
発
行
を
要
請
〜

第
１
回
教
育
委
員
会

　

〜
国
鉄
を
超
え
た
Ｊ
Ｒ
の
歴
史
を
学
ぼ
う
〜

第
１
回
文
化・レ
ク
活
動
委
員
会

　
〜
シ
ニ
ア
組
合
員
・
女
性
組
合
員
の
参
画
し
や
す
い
活
動
へ
〜


